


































































































































































































































































































































































































































































































































’ ａ Ｌ 5ｍ 
鬘三二Ｚ会窒菫些藝二k＝些汽
第５図ニヤ遺跡仏寺（FS）写真並に平面図（仏教大学報告）
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20cｍ 
ＩＯＣ」
第６図ニヤ遺跡93A3５（N5）寺院壁画仏像（仏教大学報告並「シルクローード展」参照）
ども出土しており，他にも小仏像断片などもあって興味ある資料と思われる。
仏教寺院の遺跡は，更にカラドン西南約110km程に位置するグングンウィリ
クが著名である。やはりスタインがカラドン到達前に調査をした寺院跡で，カ
ラドン６１号と同様の塔中心の回字方形平面の遺構が比較的良好に知られてい
た(第７図)感u：しかも，ここでも第８図にうかがえるように向って右側に大き
な立像が蓮華座上に右脚と衣の裾をあらわし，左側に如来座像が－体見えてい
る。その座像の右側に－部円光がうかがえるので，これらの小座像が横に配さ
れていたものであろう。また，小座像の下方には二本の蓮華と一人の小人物が
みられ，供養者を表現しているらしい。ここでは多彩な絵画が存在したようで
ある。当然，このグングンウイリク地域はカラドンも含めて漢代行弥国であっ
たし，後に干間国に併合されていくが同一文化領域であることはうなづけるけ
れども，同様の寺院遺跡が存在していることはさらにカラドン寺院跡理解に資
するところがある。
さらに沙漠中で著名な遺跡としては，カラドンより西南約200km程のラワク
(熱瓦克)寺院跡があげられる。ラワクもまたスタインの調謹)するところであ
った。第９図空中写真でも見られるように沙漠中に上円下方の塔跡が望め，そ
の外側をとりまく回字方形の壁が見えている。その仏塔跡の調査では，壁面に
立つ大小の塑像群すら週存していた。ここでは，単に壁画表現だけでなく半浮
彫の大型仏像も存在して豪華といえる（第10図)。この寺院は，外壁一辺45ｍ，
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第７図グングンウイリク仏堂ＤⅡ（スタイン）
第８図ダンダンウイリク仏堂ＤⅡ壁画（スタイン）
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第９図ラワク仏塔跡
第10図ラワク仏塔跡南東壁塑像（スタイン）
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遺存高約３ｍで，塔も階段を四方にもつ直径9.5ｍ前後の偉容を示し，今は大
部分埋れているが周辺に小寺院や民居跡が幾つか存在しているといわれてい
る。有数の寺院であったと思われるにも拘らず記録には出ていない。ここの調
査は，スタイン以外にも黄文弼などの中国考古学者も行い，また洛浦県政府の
地方機関も行なっている。洛浦から約50kmという距離からも侵入者も多く，
自然と共に人為的損壊も甚しいとされ，遺物も散逸したといわれている。金箔
や彩色の仏像もあったし，各種の遺物が採集されている。年代については，ス
タインも紀元後の数世紀としているが，ほぼ4世紀中葉から７世紀中葉頃とす
る中国側の見解もある。この例からみると，大規模な塔跡を遺す寺院跡にあっ
ては，豊富な壁画や仏像が存在した可能性があり，今は面影もないオアシス地
帯の寺院にはそのようなものがあったのだろうと推測できるし，対照的にカラ
ドン寺院などのような規模のものも集落毎にあったことが類推できよう。
もう一例ここで取りあげたいのは，1992年に千田に程近いカズナツク（喀孜
納克)遺跡諸経験したところである。千田から郊外へ西約20kmの沙漠地帯に
位置するこの遺跡は，かつてのケリヤ河の北北西へわかれた支流の一つとみら
れる幅200ｍ程の旧河床の西側にあった。旧河床からのぼってみた風景は，遺
跡など全く予測もできない酪駝草が点在する沙漠であった。案内に頼んだウイ
グル人が肩にしてきたカンドマン（鍬）を一振りして掘った土の中に壁画残片
が出てきたのには驚いた。ほんの僅かにくぼんだところが近年発掘された寺院
跡であった。その折に８個の小仏頭が出土したと伝えられているが，同行した
中国科学院地理研究所の王守春氏によると，他にも仏像の型や壁画が発見され
たいう。砂質土層内には日乾煉瓦かと思われ表面に漆喰を塗った下地の上に，
各種の顔料で彩色された壁画片が認められた。しかし，掘り出された壁画は極
度の乾燥下で脆くなっており，手にとるとバラバラと崩れてしまう。その中の
1片を写真にとったのをスケッチしたのが第'1図下の花弁文様であり，蓮弁様
のものが黒味の顔料で描かれていた。この寺院跡の調査結果については未見で
あるが,仏頭8個の写真は李吟屏｢仏国干闘｣書図版㎡1こ見ることができた
(第１I図)。目鼻立ちのはっきりした，肉髻・螺髪の仏頭である。詳細につい
てはなお分明ではない。李氏のキャプションでは南北朝とされ，泥塑像とされ
ているところでは壁面に立並べられた半浮彫の塑像であったろう。周壁は一辺
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(季吟屏）
０１０ｃｍ 
ⅡⅡ 
第11図カズナック仏寺の仏頭と壁画蓮花文
１２ｍ程と測った。この西方を歩いた時，若干の遺物が散在し，所によっては民
居の壁下の痕跡かと思われるタマリスクの柴列などが見られたところがあっ
た。さらに注目されたのは，高さ５ｍ程の土堆が幾つか存在し，その一つの崩
壊断面には白い漆喰面が見えていたことである。余りにも薄く，すぐ崩れる白
色層であったが，あれは何であったか気懸りな遺跡であった。
第５章沙漠中央部の寺院週跡の意義
前章では，カラドン遺跡寺院跡と関連して周辺の若干の寺院遺跡をとりあげ
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て見てきた。そこでは，幾つかの寺院のタイプがあり，屡々壁画が見られるも
のらしいことが推測されてくる。このタクラマカン西南部地域は，古代におい
ては極めて仏教の栄えた地域であったが，石窟の存在する天山南道や河西回廊
のようには明らかでないところがあり，文献で知られる程にはわからない点が
多かった。しかし，スタインの発見以来一世紀の近年，特に1190年代に入っ
てから次第に明らかとなってきたところがある。
まず一つは，良くいわれてきたように仏寺においては塔を中心として造られ
るという基本は，昆冑山脈を北に越えたこの地域でも原則的には同様であり，
大型仏塔をもつ大規模寺院から小規模寺院まで，オアシスから沙漠中の集落ま
で認められる。勿論大型仏塔の例では，概して日乾煉瓦積のもののようであり，
小規模例では寺院中心の塔は粘土積が多く，顕著な遺存はみられず，木製台縁
に跡づけられるものが多い。平面構造では塔中心の右邊礼拝用の回廊を作り出
している。ニヤ例では一重の回廊例と見られたが，カラドンは二重の回廊例で
あった。塔身部の具体的内部構造も不明であるけれども，ラワク寺院の規模で
は上円下方で円筒状の身部といわれる。下方部には四辺に階段も設けられ，イ
ンド方面の仏塔の形式をよく踏まえている。このような整った規模の寺院は，
各有力オアシスに存在したものであろう。顕著な仏塔遺跡の週存するところは，
この種のものであろう。それでも，実は現在のオアシス近傍では破壊されてし
まって跡かたもなくなっていて，ホータンオアシス付近ではヨートカンでもメ
リカワチでも不明となっている。そして，これらの寺院壁面には仏像などの絵
画が描かれていることがカラドンなどの例でも判明してきたといえる。壁画の
見られないような小規模なものも無かったとはいえないが，少くともニヤの一
辺５ｍクラスでも立派な仏画が存在したことが知られてきているので，一般的
に寺院構造のものには壁画を想定してよかろう。
寺院壁面荘厳としては，これまで見てきた諸例からも知られるように如来の
立像・座像などが見られる。更にラワク寺院のように整った半浮彫仏像を配す
るものもあり，規模に伴って塑像などが作られて華やかになる。ほぼこれらの
事実から，当時の寺院遺跡の絵画・塑像の様相が推測できそうである。壁画の
主題は，カラドン寺院のように如来立像・座像に徹する例もあるようであるが，
ニヤの１体は菩薩かと思われるし，ラワクでは多彩な仏像があって，比丘・供
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義人・守衛まで揃っている。規模・時期などによっても異なるものがあろうが，
多彩な絵画そして彫刻をみることが可能である。そこで思われるのは，石窟寺
院の－窟の壁画・彫刻である。そこには実に共通する要素が読みとれるのであ
り，石窟か開地の平地寺院という差である。確かに西域南道の沙漠地帯では石
窟が見当らない地域であるが，遺跡中にはかなりの度合いで平地寺院跡が指摘
でき，極言すれば集落あるところ必ず寺院があるとさえいえる。寺院跡におい
ても，大規模なラワクの如きは近接して小寺院もあることが述べられているし，
或いは一画をなす寺院群もあるのかと思われる。文献に見える干閲国の大伽藍
などはそのようなものかと思う。大石窟は特別としても，沙漠の寺院もまた理
解を新にして見直すべきかと思われる。
もう一つは，寺院遺跡と集落の構成の問題がある。カラドン６１号寺院は，
分布調査で比較的遺物散布が多いところにあった。寺院の主要建物は，当然周
囲にそれと伴う建物が配されていたであろうし，加えて仏寺に礼拝に赴く住人
達もかなりの数で居住する集落を背景として有するものであろう。今知られる
カラドン遺跡でも２寺院跡が明らかとなっており，ニヤ遺跡でも日乾煉瓦積塔
と調査寺院例が知られ，その他にも予測されるものがある。とすれば，少くと
も旧オアシス集落には２．３以上の寺院があったことは確実である。かつて，
｢魏書」西域伝にも干聞は「俗重仏法，寺塔僧尼甚衆」とされたこと，「大唐西
域記」の「伽藍百余所，僧徒五千余人」とされる盛況が具体的に推測可能にな
るかとさえ考えられる。因みに，最も年代的にも可能性に富む時期となる魏晋
南北朝期は，このケリヤ河以西のホータン地域は干闘国の領域であった。寺院
跡の上限が－部漢代にさかのぼるものもあろうことはいうまでもない。
むすび
以上,筆者も訪れる機会があったカラドン遺跡での寺院跡調査例を緒として，
タクラマカン西南部沙漠地帯の寺院及び壁画について述べてきた。そこで強調
できることは，この沙漠地帯の寺院は，建物榊造としては回字形平面で，塔中
心の右邊礼拝の回廊を一重・二重などに配するものであり，その回廊壁面には
仏教壁画が描かれている。その壁画には如来像＝仏陀像を基本として描出し，
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立像・座像が見られ，規模の大きなものでは半浮彫塑像表現などが知られ，画
題にも多彩なものがあるようである。ある意味では石窟壁画の沙漠版である。
いわば，違いは沙漠集落の中の－構成要素として存在していることがあげられ
よう。カラドン遺跡のように沙漠奥部の遺跡でもこのような寺院があることは
予想以上のものであったが，ニヤ逝跡やグングンウィリク遺跡の例からみても
どうやら沙漠の遺跡でも周縁オアシス地帯と大きく異ならない集落があり，寺
院が伴うらしい。実はそのようなあり方は，沙漠奥部は相互交流の絶えた行き
止まりの地と意識した我々の理解不足であって，集落遺跡間でもかなり共通性
をもち，仏寺を造り，仏教を信仰する程に交流があったこと示している。仏教
もはるかに昆嵜山脈を越えて伝来するが，実はこの地域の住民は人類学的にも
アーリア系の特徴をもち，文字もカロシユテイー文字を使う人々であった。そ
して更に沙漠を超えた天山山脈南側の住民とも交流があった。文献上でも若干
たどれるが，ホータン河やケリヤ河をたどる道筋は，かなり使われたルートで
あり，今でもウイグル牧畜民は往来している。その事が，沙漠奥部とするとこ
ろの文化も僻遠地などとするものではないことを示している。一例として第１２
図にアカンサスの壁画文様をあげておこう。小異はあるとしても，カラドン寺
院とキジル石窟の壁面を飾るアカンサス文様は類似するものがあり，両者にも
交流があったことを知ることができる。これらからしても，沙漠の寺院遺跡は，
今後より広域的に検討していく必要を感じるところである。
１カラドン寺院襲両
２キジル石窟壁画
第１２図壁画装飾文椴
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末尾になったが，このようなことを考える契機を与えてくれた日中合同法政
大学タクラマカン沙漠調査隊のメンバーに感謝すると共に，特に，ニヤ遺跡の
調査報告書を御配慮いただいた仏教大学教授杉本憲司教授にお礼を申し上げる
次第である。
（注）
法政大学タクラマカン沙漠調査実行委員会「法政大学タクラマカン沙漠調査概要
報告書」’993，法政大学タクラマカン委員会「沙漠・水・人間一日中合同法政
大学タクラマカン沙漠調査報告啓一」l995
SvenHedinM)ILJi2“α"EXPlo肥r,Oxfbrd,l991
MAurelStein・Stmd-BumifW/ldlplan,London,1904
オーレル．スタイン箸，山口靜一・五代徹訳「砂に埋もれたホータンの廃嘘」ｌ”9．
新題文物考古研究所・法国科学研究中心315所中法克里雅河考古隊「新圏克里雅河
流域考古調査概述」（｢考古」1998年第12期（総375期）
東京国立博物館・ＮＨＫ・ＮＨＫプロモーション「日中国交正常化30周年記念シ
ルクロード絹と黄金の道」Nol24～127及びNCI15,116,2002
注(2)Ｐｌ６０
新彊克里雅河及塔克拉璃干科学探検考察隊「克里雅河及塔克拉霧干科学探検考察
報告」北京，1991
注(7)P９８～１１６
注(8)では忍冬文としているが，どちらかといえばギリシア風のアカンサス文様で
ある。
注(7)P､100
Ｍ.AurdS【ein､AnciB'Ｗ(）iDmn,Oxfbrd,１９０７付図第38図版
伊藤玄三「克里雅河流域の考古学的遺跡」（注(1)前掲，「沙漠・水・人間一日中
合同法政大学タクラマカン沙漠鯛査報吉野一」第７図）
城僅西南的仏寺遺祉とN62は絶対的に同一であるとは確認していないが，方位・
距離などより同一と見得る可能性は強いと考えた。
注(7)P､100
注(5)P｣35解説
中日共同尼雅遺跡学術考察隊編「中日・日中共同尼雅遺跡学術調査報告書」第二
巻，ｌ”g
仏教大学ニヤ適跡学術研究機櫛代表中井真孝・小島康誉編「シルクロード・ニヤ
遺跡の謎」P13L2002
伊藤玄三・小倉淳一・田部秀男「タクラマカン沙漠の遺跡調査」（｢法政大学タク
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ラマカン沙漠調査概要報告鱒｣）１９”
⑲季吟屏「仏国干闘」図版⑦，１９９１
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